
＜参考２＞財源不足額の解消状況

平成23年度予算における財源不足額 179

160

19

 （財源不足への対応策）

新たな予算編成システムによる財政構造改革の推進 99

43

行政運営の更なる効率化等による職員数の削減
時間外勤務手当等の縮減

29

＜特別の財源対策＞
　緊急の人件費抑制策（全職員の給与減額措置，厚生会事業主負担の3年間凍結）

14

30投資的経費の圧縮

(単位：億円）

　予算編成通知時（平成22年11月）の財源不足見込み額

　子宮頸がん予防接種の創設など新たな取組等による財源不足の拡大

給与費の削減

26

基金を活用した，財源の年度間調整（22年度収入を23年度の財源として活用） 24

23

1

30

26

（参考）特別の財源対策額７０億円（22年度当初予算　１２５億円）

＜特別の財源対策＞
　公債償還基金の活用

都市計画事業基金
　旧繊維技術センター跡地売却収入等の活用

住民生活に光をそそぐ基金（新設）
　国の経済対策による交付金の活用

＜特別の財源対策＞
　行政改革推進債の活用

社会福祉関係経費の自然増等に対応するための経費節減

内訳

緊急の人件費抑制策 １６億円

行政改革推進債の活用 ６８億円

公債償還基金の活用 ４１億円


